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教育改善プロジェクト報告 

留学を視野に入れたクラスの在り方の検討

山岸倫子,水野真理子,木村裕三 

令和 4 年度より開始した英語新カリキュラムにおいて、留学を視野に入れたクラス

の設置は大きな命題であり、本クラスと一年次学生 60 名を対象とした海外語学研

修プログラムは、強く連動する形で新カリキュラムが構築された。しかし、新カリ

キュラムが始動する前後において、この大前提が揺らぐ状況となった。本報告では、

留学クラス設置に関するこれまでの経緯と、留学クラスに実際に配属された学生像

を追い、今後の留学クラスの在り方について検討する。 

１．はじめに 

日本の大学生の海外留学数は、2018 年度まで増加の一途を辿っており、2018 年度には、その数は

115,146 人に達した 1。2018 年度以降は、コロナの影響から大幅な減少となったが、2018 年度までの傾

向を鑑みるに、コロナ禍が明けた際には、海外留学数は再び上昇に転じることが予想される。  

富山大学においても、齋藤滋学長による「Saito Vision 2021」の教育分野の項目に、「英語教育の充

実、海外語学研修等によるグローバル人材の養成」が掲げられており、教養教育における英語科目も、

このビジョンの実現の一助となるよう、新カリキュラム（令和 4 年度開始）について、議論を重ねて

きた。本報告は、その議論を振り返りながら、令和 4 年度前期の留学クラスにおける学生像の一端を

報告する。  

２．教養英語における留学クラスと一年次学生対象海外語学研修プログラムの連動性の模索 

2019 年度より、学長主導のもと、1 年生 60 名を対象とした海外語学研修プログラム（以下「海外語

学研修プログラム」とする）の検討が始まった。これを受けて、外国語部会英語分科会教養英語カリ

キュラム検討 WG（以下、カリキュラム検討 WG）は、令和 4 年度からの新カリキュラムと、このプ

ログラムをどのように連動させるかを検討することとなった。当初は、すでに試験的に実施していた

「上級クラス」2 のような、希望する学生が自ら選択して履修するクラスを設置し、留学に興味関心の

ある学生を集めて、上述の海外語学研修プログラムに向けて、留学時に資する英語力を鍛えることが

検討されていた。しかし、2019 年度後期および 2020 年度後期に実施された「上級クラス」でも、留

学希望者は、それぞれ 22 名、26 名しか存在しなかった。このことから、2022 年次 4 月の前期から、
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留学を希望する学生 60 名を募集するのは困難であることが予想された 3。また、カリキュラム検討 WG

外からの意見として、留学に関心があったとしても、英語力が伴わない場合、そういった学生を本海

外語学研修プログラムの参加者に加えることについての懸念が呈された。こういったこと受け、カリ

キュラム検討 WG では、何度も議論を重ねたうえで、「超上級」と位置付けられるクラス（五福文系 1

クラス、杉谷混成 3 クラスの計 4 クラス）の設置を決定していた。（共通テストのスコアで配属を決定

するため、留学を望まない学生も本クラスに含まれることを考慮し、クラス名に「留学」を冠するこ

とを避けた。） 

しかし、2021 年 11 月に、執行部から、より「留学」という側面を打ち出すことが要請されたため、

「超上級クラス」（4 クラス）を「留学クラス」と名称変更し、位置づけを「留学しても通用するレベ

ルの英語力を育てるクラス」とすることとなった。また、「留学クラス」で鍛えた学生を海外語学研修

プログラムに連れていくという路線をより強く打ち出すことが必要であるという、カリキュラム検討

WG 外からの意見を受け、ある程度の学生数を「留学クラス」に確保しておく必要性にも対応するこ

ととなった。それは、本海外語学研修プログラムに対する大学からの経済的支援が、渡航費用の全額

補助ではなかったため、留学クラスに属している学生であっても、語学研修プログラムへの参加を希

望しないケースが生じることが予想されたからである。また、カリキュラム検討 WG 内の議論におい

て、すべての学部の学生に応募の機会を与える必要性が指摘されたことから、もともと「留学クラス」

として予定されていた 4 クラスに加え、その下に設置されているいくつかの「上級クラス」のうち、

最上位のクラス（五福文系・理系・杉谷混成からそれぞれ 1 クラス）及び、芸術文化学部の学生で構

成される「上・中級」（芸文）クラス（1 クラス）の計 4 クラスを、海外語学研修プログラムに優先的

に応募できるクラスとする案が検討された。そして、これら 8 クラス（「留学クラス」4、「上級クラス」

のうち最上位クラス 3、「上・中級クラス」1）を対象に海外語学研修プログラムの一次募集を行い、

応募者数が 60 名に満たなかった場合のみ、上記の対象クラス以外の通常クラスにも応募の機会を広

げるということとなった。また 2022 年 3 月初旬には、より適切なクラス名称を再考し、その結果、こ

れらのクラスは「Study Abroad 1」および「Study Abroad 2」という名称とすることに決定した。そし

て、クラスの定義を「〔実際に留学するしないにかかわらず〕留学にも耐えうるレベルの英語力を身に

つけることを目標とする」と定めた。  

３．学生選抜方法における方向転換と 2022 年度前学期の様子 

このように、教養英語カリキュラム運営側では、「留学クラス」は海外語学研修プログラムと大きく

連動する形で議論が行われていたが、国際機構側でも本プログラム募集・実施に向けての議論は重ね

られ、2022 年 3 月末に議論の一応の区切りを見た。それは、国際機構が企画責任母体として、本研修

プログラムの企画が明確になった時点で、1 年生全員に一斉に情報を周知し、募集をかけるというも

のであった。この決定には、留学クラス以外の学生でも、留学マインドのある学生を選定したいとい

う、国際機構の希望があった。この方向性は、カリキュラム検討 WG が一番初めに検討していた案を

支える考え方と親和性が高く、結果的には本節後半に記述される形に落ちついたものの、本研修プロ
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グラムと新カリキュラムの連動については、教養教育院と国際機構との連携の視点からも、カリキュ

ラム検討 WG では相当の時間を割いて検討してきていた。このため、振り返ってみたときに、国際機

構関係者である第三執筆者の、情報提供者としての役割をより明確化しておくべきであったかもしれ

ない。また、カリキュラム検討 WG の方としても、実施母体である国際機構との意思疎通を、より意

識的かつ頻回に行っておくべきであった。しかしこの行き違いが生じた最も大きな要因としては、本

研修プログラムの趣旨についての情報が二転三転し、プログラムの実施母体ではないカリキュラム検

討 WG はもちろんのこと、実施母体である国際機構関係者にとってすら、実態の把握が困難であった

ことがあると言えるだろう。 

新カリキュラム開始直前になって上記の変更が行われることになり、海外語学研修プログラムと教

養英語は、直接的な関係がなくなったが、学生への周知については協力体制を維持していくこととな 

った。その一つの試みとして、国際機構から Study Abroad クラスへの多面的な留学情報提供を行うた

め、英語分科会の方で Moodle コースを立ち上げることとなった。4 月下旬に当該コース（2022_情報

提供_StudyAbroad クラス向け留学情報）の整備が終了し、富山大学における留学制度や、留学に必要

な英語資格についての情報提供の場とした。2022 年度前期中においては、本コースを通じて、国際機

構の吉川教員から留学に関する情報が発信され、Study Abroad クラスの学生たちの留学マインド育成

が試みられた。また、2022 年 9 月上旬に、国際機構が作成した海外語学研修プログラムの概要ポスタ 

ーが教養英語科目担当教員に配付されたため、後期の各授業で本プログラムの参加者募集についての

アナウンスを行う予定となっている。

４．令和 4 年度前学期における Study Abroad クラスの学生像 

本報告執筆者の山岸は、2022 年度前期に Study Abroad 1 および Study Abroad 2 クラスの基盤英語 I

の授業を担当した。上述の通り、Study Abroad クラスと海外語学研修プログラムは直接的関係がなく

なったわけであるが、一般的な留学マインドを育む契機になればと、各授業の 1 コマ 90 分を使用し

て、留学についての情報を提供する授業を行った。それらの授業において実施したアンケートから垣

間見えた、Study Abroad クラスの学生像の一端を紹介しておきたい。  

山岸が担当したのは、五福文系の Study Abroad 1 および Study Abroad 2 の 2 クラスであり、留学に

ついて情報提供を行ったのは第 8 週目の授業であった。内容は、留学の種類の紹介、語学留学にかか

る費用、教員自身が経験した長期留学の写真を交えた体験談、留学費用の工面方法、留学に必要な英

語の資格等についてであり、授業の開始時と終了後に、留学についての各学生の思いについてのアン

ケートを実施した。授業開始時に行ったアンケートにおいて、Study Abroad 1 と Study Abroad 2 では、

Study Abroad 1 クラスの方が、海外留学に「とても興味がある」と答えた学生数が多かったが、「とて

も興味がある」「少し興味がある」と答えた学生の総数にそれほど大きな差はなかった。一方、Study 

Abroad クラスに配属されながら、留学に「あまり興味がない」「全く興味がない」と回答した学生が

半数弱いることは、本クラスの在り方を考えていくうえで重要であるように思われた（図１）。また、

海外留学に興味がある理由や目的には、異なる文化への興味や、英語力向上が多く挙げられており（図
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２）、一方で、興味がわかない理由として、語学力や金銭面に対する不安や、自身の興味と関連しない

ことなどが挙げられていた（図３）。  

また、授業後に行ったアンケートでは、教員の実体験を交えた留学についての情報が役に立った、

留学への興味がわいた、という意見も多かったが、一方で、留学の必要性をやはり感じない、金銭面

で難しい、英語力に不安を感じる、といった理由から、留学への興味が喚起されなかった学生もいた。

今後、Study Abroad のクラス運営を検討するにあたって、留学色を強めて、英語力の高い学生に留学

マインドを育てることに注力していくべきなのか、それとも、現在の Study Abroad クラスには留学に

関心のない学生が半数近く存在することを考えると、Study Abroad クラスの選抜方法など、カリキュ

ラム上の Study Abroad クラスの在り方自体を検討していくべきなのか、考えさせられる。特に、本ク

ラスが 8 クラス設置されたのは、海外語学研修プログラムへの応募者数を確保するためであったが、

本クラスとプログラムの直接的関係がなくなった今、Study Abroad のクラス数を８つという大規模に

する必要性がないのではないか、ということも考えられる。教養英語カリキュラムにおける Study 

Abroad クラスの在り方については、引き続き検討を行っていきたい。  

図 1．Study Abroad 1 および Study Abroad 2 の学生における海外留学への興味  
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図２．留学に興味があると回答した学生から寄せられた、理由や目的の自由記述  
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図３．留学に興味がないと回答した学生から寄せられた、理由の自由記述  
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註 

1．「データでみる日本の留学」．https://tobitate.mext.go.jp/about/case/  

2．「上級クラス」の詳細については次を参照。「英語習熟度別クラス編成に向けて  : 上級、基礎力拡充クラスの

実施」．水野真理子他．『富山大学教養教育院紀要』3 号．pp. 82-88. 

3．結果的には、2022 年度において 58 名の参加希望者が集まった。20 名がマレーシア（トゥンク・アブドゥル・

ラーマン大学）、38 名がフィリピン（アテネオ・デ・マニラ大学）に渡航予定である。
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